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１０月の予定 

10 日(月祝) 田楽座いんざい公演 

22 日(土) 子どもの田んぼ 稲刈り(予定) 

30 日(日) ピザがまの森 秋の運動会 

１1月の予定 

23 日(水祝) 秋のデイキャンプ(ピザがまの森） 



＜活動報告＞ 鑑賞ワークショップ② 

獅 子 舞 体 験 

日  時:2022 年 8月 7日(日)   

1 部 10：30～12：00 

    2 部 13：30～15：00 

場  所:印西市文化ホール多目的室 

参加者: 1 部 子ども 9人 大人 8 人 

2 部 子ども 7人 大人 13 人 

講 師：杉幸四郎さん（田楽座） 

   

 10 月 10 日の田楽座本公演に向けて、獅子舞体験

をしました。獅子舞は、テレビなどで見たことはあって

も、実際手に取って獅子を見たり踊ったりすることは、

ほとんどの参加者が初体験でした。 

  

自分の好みの獅子舞をかぶり練

習をしました。講師である田楽座の

杉さんが、笑顔で大きな声で面白可

笑しく教えてくれました。見るのとや

るのでは違い、獅子を頭の上で動か

しながら踊るのは、体力を使いました。

子どもたちの獅子舞の動きはとても可

愛いらしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

３０分くらい練習をし、最後は輪にな

って踊りました。杉さんの本格的な獅子

舞を披露していただきました。プロの動

きは迫力がありました。日本の文化は改

めて良いと思いました。 

 

 



＜活動報告＞ 貝合わせ ～貝に絵を描き貝合わせを楽しむ～ 
 

日 時：2022 年 7月 31 日（日）9:00～12:00 

場 所：武蔵屋まちかど博物館（木下） 

主 催：武蔵屋まちかど保存会 

参加者：会員 子ども４人、大人３人 

 

 武蔵屋さんからのご案内で、夏休み工作体験に行きました。かなり暑い日で

したが、多くの親子連れで賑わっていました。 

貝に絵を描くの？どんなふうに描くの？はてな？でしたが、子どもは好きなキ

ャラクターを描き、私は見本の絵柄の中から選んで描きました。平安時代から

伝わるものということで歴史を感じながら描く事ができました。 

貝あわせの遊びは、子どもも「やった事がなかったので、すごく楽しかった。」

と、喜んでいました。貴重な体験が出来、大人もハマってしまいました。夏休み

の、良い思い出になりました。ぜひいろんな人に体験してもらいたいです。 

 

 

 

 

 

 

＜鑑賞報告＞ 

オトヨイ vol.４ ～夏の太鼓まつり in習志野～  
 

日 時：2022 年 7月 3日（日） 

16:00～19:00 

場 所：習志野文化ホール 

参加者：会員子ども 2 人(出演)  

大人 3 人（うち 1人出演） 

主 催：椿エンターテインメント 

 

印西市で活動されている和太鼓団体「ゆめ

太鼓」さんが、出演されるとのことで観に行っ

てきました。ピザがまの森で行われた、子ども

劇場の夏祭りでも演奏をしてくれています。 

 

劇所会員でもあるメンバーも、立派にステージに立ち、熱い演奏を聞かせてくれました！ゆめ太鼓さんのリズミカ

ルな曲では、横の席に抱っこされていた赤ちゃんまで、とても楽しそうにおひざの上で立って踊っていたのが印象に

残りました。 様々なスタイルの太鼓奏者や団体が集まる中、ゆめ太鼓さんの存在感が光っていて、同じ印西市民と

して本当に誇らしく感じました（私は何も貢献していませんが・・・）。 和太鼓のもつ魅力、ゆめ太鼓さんのパフォーマ

ンスの素晴らしさを改めて感じた鑑賞でした。 

ハマグリは、対となる貝殻としか組み合わせるこ

とができないことから、縁起物として平安時代から

扱われ、また絵を描いた貝を神経衰弱のように合

わせて楽しむ遊びを貝合わせといいます。 



＜活動報告＞ 

ピザがまの森の夏祭り 
 

日 時：2022 年 8月 27 日（土） 

15:30～18:30 

場 所：ピザがまの森 

参加者：子ども 24人 大人 20 人 

お試し参加：3 家族 子ども 4 人 大人 4人 

和太鼓演奏：印西ゆめ太鼓さん 

 

夏休みの最後は、今年もピザがまの森の夏祭り

です。お祭りといえば太鼓ですよね！去年に引き

続き、ゆめ太鼓さんがスペシャルゲストとして来てく

れました。 

 

 

今年は竹太鼓作りをしました。身幅に切っ

た竹を使いますが太さや節の位置がそれぞ

れ違うので、1 本ずつ音が違い自分だけの

太鼓が出来上がります。 

 

竹太鼓を首からかけて、ゆめ太鼓さんと一

緒にピザがまの森の中をちんどんして歩きま

した。子どもたちもニコニコ顔の愉快な音楽

隊で、とても楽しかったです。 

 

夢太鼓さんの演奏は、かっこいいパフォー

マンスと迫力のある太鼓の音、優しい笛の音

色。森の中に響く太鼓は最高です。演奏が

始まったらみんな聞き入ってしまいます。和

太鼓を叩く体験もさせてもらいました。 

 

最後にお礼として、劇場の子ども

たちからメダルをプレゼントしました。 



そして夏祭りのお楽しみといったら、縁日です。コロナ禍

が続く中、以前のように子どもたちが自由な発想のお店を

出展することは出来ませんでしたが、理事や中学生を中

心に遊びコーナーを出展しました。ゲームコーナーもたくさ

んあり、楽しかったですね。 

 

☆割りばし鉄砲の射的屋さん…上手く狙って倒そう！ 

☆スライム作り屋さん…混ぜると固まる不思議！ 

☆ヨーヨー屋さん…お祭りって言ったらこれがなくちゃね。 

☆お菓子くじ引き屋さん…運が大事。 

☆たこ焼きビンゴ屋さん…可愛い見かけでも意外と難しい。 

  

☆ジュース屋さん 

ジュースの売り上げは、花火代 

となりました。購入のご協力あり 

がとうございました。 

 

 

 

 

暗くなってきたら、最後は花火です。お父さん達、ピザが

まの森のオーナーさん、ゆめ太鼓さんも打ち上げ花火を手

伝ってくれました。おかげでたくさんの花火を上げることが

出来て感謝です。みんな笑顔で夏の良い思い出になった

お祭りでした♪ 

 



 

2022年 9月 

１ 木 開所日 

４ 日 

理事会 

エリンギサークル会 
 

舞台鑑賞「スペシャルパーティータイム♪」 
（八千代市市民会館大ホール） 

子どもネット八千代主催 

６ 火 会費納入日 

８ 木 会費納入日 

１０ 土 鑑賞準備～看板作り～ 

１３ 火 あしあとくらぶ～シャボン玉あそび～ 

１８ 日 ピザがまの森オープンデー・栗拾い 

２５ 日 
四つ葉サークル会～フレッシュバター作り～ 

第 1 回春交実行委員会 

2022年 10月 

２ 日 理事会 

４ 火 会費納入日 

６ 木 会費納入日 

１０ 
月

祝 

舞台鑑賞『田楽座いんざい公演』 

（印西市文化ホール） 

１１ 火 あしあとくらぶ（ピザがまの森） 

２２ 土 子どもの田んぼ 稲刈り体験 

３０ 日 ピザがまの森 秋の運動会 

中旬  秋の作物収穫 

未定  エリンギサークル会 

未定  四つ葉サークル会 

 

・感染予防のため、予定の変更・中止もあります。 

・直近の会員メールでの連絡にご注意ください。 

・活動参加の際は当日の検温をお願いします。 

少しでも体調がすぐれない場合は、無理をしないでください。 

 

 

 

会員数 

9/1現在 2６世帯 81人 
たくさんお友達が増えるといいね 

＊＊＊ 参加してきました ＊＊＊ 

「戦争のお話会」 

日 時：2022 年 8 月 9 日（火）13：00～ 

主 催：ひらめき工房おおぞら 

語り手：稲阪光代さん（93 歳）印西市在住 

（成田市八生
は ぶ

生まれ（今の栄町・下総松崎駅付近）・元教員） 
 
稲阪さんのお話しは、16 歳の時の体験です。（今

なら高校 1 年生ですが、当時はすでに小学校教員と

して働いていたそうです。） 
 
太平洋戦争末期 1945 年（昭和 20 年）2 月、栄

町上空で、草深の飛行場から飛び立った日本軍機が、

米軍機を迎撃。米軍機は八生国民学校（今の八生小学

校、稲阪さんの母校）に墜落し、校舎は焼け落ちてし

まいました。 
 
稲阪さんは、敵がどういうものか分からないまま、

怖いながらも現場を見に行ったそうです。 

墜落し絶命した若い兵士は、白い肌に金髪の青年。

「アメリカ人には角が生えていなかった」と初めて

見る外国人に憐憫
れんびん

（かわいそう・あわれみ）を抱いた

そうです。この体験は、93 歳を迎えた今も強く鮮明

に記憶に残っているそうです。 

その後、地元では彼を荼毘
だ び

に付し、戦後に遺族へ遺

骨を引き渡したそうです。 
  
稲阪さんは、戦時下でも家族のために働き、学ぶこ

とを続けました。お話し会では、当時使っていた“な

ぎなた”を持参されて、お話されました。戦争はそこ

にあったのだと痛感しました。 
 
終戦から 77 年を過ぎ、私たちの親世代であって

も戦争を知る人が少なくなった今、体験を話すこと、

聞くことで未来に戦争の記憶をつないでいけたらと

思いました。○あ  


